平成28年度第2回社会教育委員会議議事録(議事要旨)
１　日　　時　　平成２８年１０月１８日（火）午後２時３０分～午後３時２５分

２　場　　所　　八尾市立青少年センター集会室（八尾図書館３階）

３　出席委員（名簿順）

　　白木委員、田中委員、二宮委員、村尾委員、山下委員、中西委員、中道委員、菅本委員　※柿並委員、山口委員は欠席
４　事務局
中山教育長、田中生涯学習担当部長、南生涯学習スポーツ課長、西崎八尾図書館長、渞文化財課長、伊東青少年課長、奥保生涯学習スポーツ課長補佐、小山生涯学習スポーツ課長補佐、仲谷地域生涯学習係長、吉位地域スポーツ係長 
５　議事案件
（１）議長挨拶

（２）教育長挨拶

（３）議事案件
①　報告事項
・第６８回　八尾市小学生軟式野球大会の結果について　　　　　　　　資料１

・第７０回　大阪府総合体育大会中央大会の結果について　　　　　　　資料２
・第６４回　女性フェスティバル２０１６について　　　　　　　　　　資料３
・第６３回　八尾市文化芸術芸能祭２０１６について　　　　　　　　　資料４
・「おおさかふみんネット（生涯学習広域連携講座）」の開催について　資料５

・八尾市生涯学習センター「ウェルネスががやき」の見直しについて　　資料６

・八尾市立くらし学習館の指定管理者選定について　　　　　　　　　　資料７

・山本図書館・志紀図書館　開館20周年事業について　　　　　　　　　資料８

・今東光資料館「続・東光と交流したひと」・藤本義一の書斎 共催企画展
　　　　　について　　　　　　　　　　　          　　　　　　　　　　　　資料９

・文化財課関連事業について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料10

　　　②　その他
　　　　・「平成２８年度中河内南河内地区社会教育委員研究協議会」について　資料11

・その他
（４）その他
会議要旨
１　議長挨拶

（略）
２　教育長挨拶

（略）
３　案　件
(1) 報告事項
1 第６８回　八尾市小学生軟式野球大会の結果について　　　　　　　　資料１

2 第７０回　大阪府総合体育大会中央大会の結果について　　　　　　　資料２
3 第６４回　女性フェスティバル２０１６について　　　　　　　　　　資料３
4 第６３回　八尾市文化芸術芸能祭２０１６について　　　　　　　　　資料４
5 「おおさかふみんネット（生涯学習広域連携講座）」の開催について　資料５
6 八尾市生涯学習センター「ウェルネスかがやき」の見直しについて　　資料６
7 八尾市立くらし学習館の指定管理者選定について　　　　　　　　　　資料７
8 山本図書館・志紀図書館　開館20周年事業について　　　　　　　　　資料８
9 今東光資料館「続・東光と交流したひと」・藤本義一の書斎

　　　共催企画展について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  資料９

10 文化財課関連事業について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 資料10

　　　　　　　　　　　　　　　 

○事務局
(資料１～資料１０に基づき各担当課長より説明)

〇委員
　　資料６のウェルネスかがやきのトレーニングルーム廃止の件ですが、運営状況を踏まえ
てとの説明でしたが、利用者がかなり少なくなってきていると
いう状況ですか。
〇事務局
　　ウェルネスかがやきは、平成６年にオープンさせていただき、８００人程度の登録者がおられましたが、昨今では３００人近くまで落ちてきている状況です。実際の収入についても、当初、概ね５,０００万円程度の利用料金がありましたが、昨今では１,０００万円台にまで落ち込んできています。運営状況として利用者が減っていることもありますが、オープンした当初は、かがやきの周辺にこうしたウェルネス事業をやっている民間施設はわずかしか無かったんですが、昨今、規模が拡大されたり、小さいスタジオの中でヨガをされたりとか、スポーツジム的な事業を展開される類似施設が、かがやき周辺で数件出てきておりまして、民間さんの中で類似している施設が多々出てきている中で、お客が移転していることも想定されますので、市の中で公的関与という考え方の下で、一定行政が誘導してやっていくものであるのかどうか、いろいろ議論させていただいて中で、運営状況ということもありますが、主として公的関与の考え方で今回見直しをさせていただきました。
○委員
　　平成９年にウイングが出来て、ウイングでも同様のフィットネスが出来ましたが、その時点でかがやきのウェルネスを止めた方がいいのかと思っておりました。かがやきであのような形は馴染まないと思っていましたが、ウイングは、今、どのような状況ですか。
〇事務局
　　詳細な数値はわかりませんが、ウイングでは利用者も増えておりまして、スタジオに行ってもなかなか利用できない器具があると、順番を待たれている状況です。ウイングの場合は、周辺近隣に類似のウェルネス事業を展開している民間施設がほとんどありませんので、周辺の方々にとっては、ウイングのフィットネスを、また体育館においては、車での利用が行き易く、その他のスポーツに来て少しウォーミングアップして汗を流すとか、施設全体の中でのフィットネス事業の役割もあるのかと思っておりますので、体育館の方は円滑に運営されている現状です。

〇委員
ウェルネスとかがやきのコマーシャルの仕方が違うのかと思っていますが、今、聞くと売り上げが落ちてきているので、やむを得ない措置かと思いますが、利用者が少なくてもやってほしいという要望も出てくるのではないかと思うので、その点対応をよろしくお願いしておきます。
〇委員
　　ウェルネスの続きですが、確かに生涯学習センター学習プラザ運営審議会でもいろいろと問題になっていましたが、民間の施設が出てきて参加者が非常に少なくなってきていると、そこで企画を工夫して頑張っておられたが、検討された結果、廃止となったとのことですね。それはそれとして、では次にどういう方向を考えておられるのか。あればお伺いしたというのが１点。２点目は、資料の８番、図書館の20周年のロゴマークですが、これは既に決定されたものか。決定されたのなら、公募したものか、誰かに依頼したものか。この点についてお伺いします。
〇事務局
　　ウェルネスかがやき閉鎖後の空間の事業展開ですが、基本的には八尾市は健康づくりを施策の大きな柱に掲げさせていただいていますので、後の空間については、健康増進を図るための施設としての活用を考えています。ただ、具体的なメニューとしては、今までのように同じようなことをやっていては何も変化がありませんので、隣りにある保健センターとの役割の中でどういった連携ができるのかということ。それと今は体を動かすという健康だけでなく、食育の問題であったり、昨今の認知症の問題など、様々な生活ライフワークの中での健康というテーマの課題が広がっておりますので、そういったところの講座とかを受講いただいたり、その空間に行けば、いろんな健康にまつわる知識であったり、体験であったりとかできる空間、そういったサービスが展開できないのかを様々な観点から、今、文化振興事業団を中心に検討を進めさせていただいています。具体的にこういうことを行なうということまでは定まっていませんので、詳細が決まりましたら、またご報告をさせていただきます。
〇事務局
　　ロゴマークについては、すでに使っておりまして、これは司書等が相談いたしまして、司書のデザインにより作成したものです。こういった形でロゴマークを入れながら活用させていただいています。
〇委員
　　少しＰＲさせていただきますが、３番目の「第６４回女性フェスティバル２０１６」についてですが、各１９地区がありまして、地区ごとで講座生が一年間通して頑張ってこられた成果を見ていただく場となっております。女性がいつまでも若々しく輝いていくということで、このフェスティバルを設けておりまして、私達も頑張っておりますので、机上に置かせていただいたピンクのチケットで、ぜひご覧いただければと思います。
〇委員
　　私も女性フェスティバルに行きたいと思っていましたが、木曜日で授業もありますので行けないのが残念です。また機会あればぜひ伺いたいと思います。

　　私から、お伺いしたいのは、７番のくらし学習館の指定管理者選定についてです。先ほど、非公募ということで説明がありましたが、この非公募とすることは、そんなに例のあることではないと思いまして、非常に評価されたその結果だと思います。一体、どのようなことが評価されて非公募になったのか、ぜひ教えていただきたいと思います。
〇事務局
　　市の中で非公募とする場合の基本的な考え方としていくつかありまして、その中の一つとして、地域の中のコミュ二ティ施設などにおいて、地域の特定団体が運営することにより、地域の人材活用等、地域との連携が図られ、自治の高揚等地域分権の推進が図られるといった、基準を設けさせていただいています。
いろいろな考え方がありますが、この施設を活用して、もともと期待していた女性の輝く講座であったり、市民の消費者問題に関する相談など、いろんな生活の中の問題に関する事業をその施設を活用して団体さんが、実際、市が期待していた以上の効果を施設で発揮していることと、その施設を拠点として市内１９地区でいろんな講座が展開されており、この施設だけでなく施設に来なくても、その施設で行っている考え方や取り組みが、市内のいくつかの地域に広めていってもらっていると、そういう取り組みが一定評価を得たということ。そして、これまで概ね８年近く指定管理をやってもらっていますが、毎年、市の中でモニタリングとして評価を行っていますが、その中では、市が期待していた当初の要求水準の利用者が来ていただいているとか、市が思っている内容以上の講座を実施していただいているとか、また、自主事業としても、地域のいろんな方々が事業に携わっていただき、この施設が市が思っていた以上の効果を発揮したということが大きな要因となっています。
(2) その他

1 「平成２８年度中河内南河内地区社会教育委員研究協議会」について　資料11

2 その他

〇事務局
　　(上記①について資料１１に基づき説明)
　 （上記②として、平成２８年度上期がんばる八尾っ子応援事業並びに第２３回八尾市こども会親善つな引き大会について口頭にて説明）
〇委員
　　報告事項の①で小学校の軟式野球大会の報告がありましたが、２８校の内２７校が出場されたとのことですが、こどもの人数というのはどんなものなのか。１チームあたり、そろって出場されているのか。出場状況についてお教えいただきたいと思います。
〇事務局
　　学校の中のクラブということで、４年生・５年生・６年生が中心となっていて、その出場については、登録が基本的に３０名までとさせていただいています。３０名を超えているチームは人選に苦労するというお話しもお聞きしますし、５年生・６年生を中心にメンバーを揃えるということもございます。ただ、一校につきましては、やはり、４年生・５年生・６年生でもクラブに参加する小学生が少ないということで、今回参加できていないということです。また、女子の子ども含めてチーム編成している学校もありましたので、基本的に１校除きまして、十分にチーム編成ができているような状況となっています。
〇委員

　　子ども会のソフトボールとは関係ないのですが、やはり子ども会に出ていないチームも

小学校単位では出ておられるので、どんなものかとお聞きしました。
〇委員
　私の記憶が間違っているかも知れませんが、平成５年か６年ぐらいに「生涯学習の推進に
関する法律」が出来て、社会教育法がそっちに変わっていくのだということで、全体的に全
国あちらこちらで生涯学習が盛んになり、特に掛川市がその先頭に立ってやられました。
八尾市も掛川市に追い付いていこうということで、生涯学習部がそのあと平成１０年位に
出来て、公民館から生涯学習センターに変わり、社会教育行政がものすごくあの時にそういう法律が出来たもので推進してもらって施設が出来、総合体育館はあの当時に出来ました。社会教育施設が出来たということで、今、関連した話しですが、そのあとに公民館の名前も無くして、コミュニティセンターに変わっていった。その後、どういう方向で文部科学省は考えているのか、お聞かせ願いたいと思います。
　今も、生涯学習推進と社会教育推進という両方でやっていかないといけないのか、ややこしい話しになっています。我々の委員会も社会教育委員会議やと、ところが、部署は生涯学習担当になっているんですね。これはいつかは決着がつくのか。それともこのままずっと行くのか。前から一度お聞きしたいと思っていましたので、よろしくお願いします。

〇委員
　　生涯学習推進法に関しては、社会教育とか生涯学習社会とか、いろんなものをこれからも
もっと前に出していかないといけないので、国と都道府県、市町村の役割を誰も知らんと言

わせないための法律やと思っていただいて、今、教育基本法の第３条で、生涯学習社会を実
現するんだということを言っておりまして、日本全体が生涯学習社会になっていくことが大
前提で、では、社会教育は何ということですが、昔の教育基本法の第７条にあったものが、
後ろのほうに条項がずれてしまって、決して無くなったのではなく、社会教育が生涯学習社
会をこれから展開していく。その中に、学校が、家庭が、地域が入ってます。その中で、社
会教育が伝統的にノウハウを積み上げて経験も持っておりますので、生涯学習を実現する中
核が社会教育なんです。

社会教育という名前を都道府県・市町村ともに前に出しているところもあれば、そうでな
いところもあります。社会教育が柱だと思っていただければ、柱なしに生涯学習社会は展開しないので、大事な柱が社会教育です。これをそもそも皆さん方が支えておられるということになりますが、柱が社会教育で生涯学習社会の一端、社会教育は学校や家庭もみな入るんです。それが生涯学習という大風呂敷が出来たおかげでお互い知らん顔ができなくなったと。昔は、学校は学校、公民館は公民館、みんな知らん知らんと言うてましたが、みなファミリー、生涯学習ファミリーの中で、生涯社会を一緒に実現していくという社会になっているので、そんな中に柱が必要で、それが社会教育だというようにお考えいただくと、一番安定性があるのかと思っておりまして、社会教育は、今までもこれからも柱として重要だと思っています。
〇委員
　将来、名前が変わることはあるのでしょうか。

〇委員

　　社会教育法がありますので、勝手には変わらないのですが、地域においては、生涯学習を前に出している都道府県や市町村もあり、そうでなくて社会教育が大事やということで、社会教育を前に出している行政もあり、行政によって扱いが違います。
　　大阪市も公民館という名称は使っていませんね。公民館という名称を使う、使わないの
は確かにあるんですが、社会教育の機関としては、間違いなくいろんな名前があっても間
違いなくその役割を果たしている機関がありますので大丈夫かと思います
〇委員
　　私、過去に３回、全国社会教育委員研究大会に出席しましたが、未だに記憶があるのは、

　八尾はコミュニティセンターの名称が主流ですが、公民館で残っている所では、地域と密着
して活動しているような地域があると発表がありました。
全国大会に行きますと、全国社会教育委員連絡協議会会長がよく挨拶の中で、「社会教育
そのものが、何かずれてきているというような感じがする」というようなお話しをされていました。

〇事務局
　コミュニティセンターと公民館という呼び方のお話しを頂きましたので、１点だけ申し上げます。八尾市は地域分権ということで、市民・地域と一緒になって行政課題を、当然、行政が全面的に前に立って担うべきところは担っていくと。その中でも地域あるいは市民さんとの協力関係の下でいろいろと取り組んでいこうというところを市政の柱の一つに掲げながら取り組んでいるところです。ご指摘のコミュニティセンター・出張所というような呼び方、あるいは、公民館設置条例を持ちながら、その一面も持っているというようなところですが、今、出張所、コミュニティセンターも従前の窓口業務的な仕事から市民、地域と一緒になって企画・運営などいろんなことに取り組んでいこうと変わろうとしているタイミングです。
実は、行政では「地域拠点施設」という言い方もしながら、では、「地域拠点って何やね

ん」ということですが、そこを拠点にしながら、地域の方々と一緒になって、「いろんなことに取り組んでいこや」というようなところで、様々な取り組みを行い始めているという状況がある中で、さきほど委員がおっしゃって頂いた社会教育あるいは生涯学習、家庭教育、学校教育も含めて、市長部局と教育委員会事務局が一緒になって取り組んでいこうというような姿勢で、今、取り組んでいるという状況です。
〇委員

私は山本に住んでいますが、山本にある施設は、山本コミュニティセンターとか山本出張所とか言われますが、それは同じ名称なのか。どうなっているのでしょうか。

〇事務局
位置づけは、コミュニティセンターと出張所の両方の顔を持っている施設になっています。出張所というのは市役所でやっている窓口業務をその出先で行うというイメージが一般の市民さんにとってはイメージしやすいと思います。コミュニティセンターというのは、これも設置条例を持っていますが、建物（箱）をイメージして頂いてもらって、貸館であったりとか講座事業であったりというようなことを行なっています。

山本の場合は、出張所とコミュニティセンターの２枚看板を持っていますが、例えば、緑ヶ丘コミセンの場合は、出張所の機能がなく、コミュニティセンターだけということになっています。
〇委員
　　そうしますと、市民スポーツ祭とか敬老祝寿式とかいろんな事業がありますが、事業の方々に案内状を送る場合は、山本では、コミュニティセンター所長なのか、山本出張所長のどちらがいいのでしょうか。
〇事務局
市の組織機構で言いますと、出張所所長です。

－7－

